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Table３紫外線照射下のＣＤ4/TiO2による患者血清中HIV-1の不活化率
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(a):６人のHIV－１感染患者の臨床知見と検査結果
(b)：患者血清中HIV-1のEnv-V3領域のアミノ酸配列
a：サブタイプは、HIV－１陽性患者から単離されたウイルスＲＮＡのEnv-V3領域のアミノ酸配列から決定
した。
b：血清はＰＢＭＣを用いたウイルス感染実験により評価した｡数値は紫外線を照射していない対照サン
プル基準としたときのHIV-1p-24の産生量の抑制率を示している。結果は、=３における３回の独
立した実験結果の平均値±ＳＤである。
なお、不活化実験は、Ｔａｂｌｅ２と同じ。
学位論文審査結果の要旨
平成１６年１月２８日に第１回学位論文審査委員会を開催し、提出された学位論文について面接審査を行っ
た。２月１６日の口頭発表後、第２回審査会を開催し、以下のとおり、判定した。
本論文は一般的には非選択的な酸化チタン光触媒反応について、特定の被処理物質に対して選択的、効率
的な処理を行うための新たな検討を行ったものである。ガスとの接触効率、機械的強度、再生可能性の観点
から、三次元網目構造を持つセラミックス多孔体を基材として選択した。光電着法によって銀の超微粒子を
担時した光触媒フィルターを調製したところ、極低濃度の硫化水素等の除去率をほぼ１桁改善することを可
能にした。また、ヒドロキシアパタイトを担持することで、アルデヒド類に選択性を有する光触媒を得た。
Ｘ線光電子分光等を駆使し、光触媒上の汚染物質変換過程を明らかにするとともに、長期耐久`性試験を行っ
て、脱臭能力の実用性を検証した。更に、抗原抗体反応を利用して、血液からのヒト免疫不全ウイルスの選
択的分解を試み、同ウィルスの不活化に成功している。
以上の研究成果は、環境浄化への応用が注目きれる光触媒について、有効な応用範囲を新規に拡大するも
のである。したがって、本論文は博士（工学）に値すると判断する。
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